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二度も政権を放り出した自民党は、選挙の顔として麻生太郎氏を総理大臣に選出しました。 

 その麻生政権も船出と共に蛇行を繰り返しています。政権５日目には中山成彬国土交通大臣

が、とんでもない失言三連発を行い、更迭されました。総理の任命責任は極めて重いと言わざるを

得ません。 

国民の関心が高い後期高齢者医療制度については舛添厚生労働 

大臣が突如見直すと発言し、総裁選挙中、麻生総理は「抜本的に見直す 

必要がある。７５歳という年齢制限は付けない」と国民に説明していました。 

しかし、総理就任後は表現を「抜本的見直し」から「改善」に変え、かつ、 

制度の欠陥を「説明不足」と説明しました。 

 民主党は制度を直ちに廃止し、それに伴う自治体への財政支援を行い、 

国民健康保険と被用者保険など制度間の不公平を是正し、順次統合 

して医療制度を一元化することを提案しております。 

  一刻も早く、衆議院を解散し、「官僚主導の政権」から「国民の生活が 

第一」 の「国民政権」を樹立しようではありませんか。そのためにも皆様の 

お力をお貸し下さい。 
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2008 年 10-1 号 

第１７０回 国会 開会日 
参議院では、会派所属議員（民主党・新緑

風会・国民新・日本）が参議院本館１Ｆの議

員総会室に参集し、本会議前に議員総会を

開催しました。 




